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　平成29年３月定例会が３月８日から10日ま

で行われ、平成29年度各会計予算、各種条例

改正、補正予算など、提案された案件を審議

し、原案どおり可決しました。

　また、６人の議員が一般質問を行い、さま

ざまな観点から町政に問いかけました。

29年度 一般会計予算55億円
　慎重に審議し、全会一致で可決！

　かもめ保育園の子どもたちはみんな元気いっぱい。

天気が悪くて、外遊びが出来なくても、中で走り回っ

ていました。

　４月になり、一つ上の組に進級し、新しいお友達や

小さい子も入ってきたりと環境が変わる中でも、子ど

もたちは元気です！

春です！元気いっぱい！
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第
１
回
定
例
会して暮らせる地域づくりを

町政執行方針
　平成 29 年度は、マチの将来に向

けた道筋をつける重要な年と位置付

け、この厳しい現状を乗り越え、次

代を担う若者や子どもたちにしっか

りと大切なふるさとを引き継ぐため、

「古くて新しい町江差」の前進と進化

に向けて歩みを進めていきます。

執行方針を表明する

照井町長

主要施策

・戦略的なまちづくりの推進

・経済基盤を持続させる地場産

　業の振興

・交流人口の拡大による地域の

　活性化

・住民が元気に安心して暮らせ

　るまちづくり

・地域を支える社会基盤の整備

・住民のための行政運営

　平成 29 年３月定例会を、３月８日開会し、平成 29 年度予算を中心に、条例改正

や補正予算など、提出された議案を慎重に審議しました。全て原案通り可決し、会

期を３日残して、10日に閉会しました。

　予算の大半を占める平成 29 年度一般会計予算は、55 億 948 万円と昨年度に比べ

７．３％の増となりました。

　歳入は、町税総額で 374 万円、0.5％の減少、地方交付税は 1,551 万円、0.7％の

減少と厳しい財政運営となり、財政調整基金（積立金）2億 5,800 万円の取り崩し

により不足分が賄われます。

　一方、歳出は、町道や公営住宅などの生活基盤整備事業や、観光振興地域DMO

事業等の地域づくり事業などが予算化され、議員から進め方や今後の見通しなどに

ついて質疑が行われました。（29年度主要事業は４・５ページ、予算質疑は６・７ペー

ジをご覧ください）

平成 29年度一般会計は　対前年比で 7.3％増
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地方創生の推進・
町民が安全で安心

29 年度予算成立第
１
回
定
例
会

平成 29 年度一般会計予算の割合

※
義
務
的
経
費
と
は
、
支
出
が
法
令
等
で
義
務
付
け
ら
れ
任
意

　

に
縮
減
で
き
な
い
経
費
。
人
件
費
、
公
債
費
、
扶
助
費
等
。

※
投
資
的
経
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と
は
、
そ
の
経
費
の
支
出
が
短
期
的
に
終
わ
ら

　

ず
、
固
定
的
な
資
本
の
形
成
に
向
け
ら
れ
る
も
の
で
、
普
通

　

建
設
事
業
等
を
い
う
。

その他
559万円

歳入合計
55億948万円
歳入合計

55億948万円

町税

8億1,023万円

町税

8億1,023万円 使用料及び手数等
4億301万円

繰入金
4億3,956万円

地方交付税

24億9,024万円

地方交付税

24億9,024万円

道支出金
2億8,475万円

道支出金
2億8,475万円

国庫支出金
5億1,086万円
国庫支出金

5億1,086万円

町債
5億7,083万円

自主財源
16億5,280万円

依存財源
38億5,668万円

依存財源
38億5,668万円

議会費
6,636万円

公債費

6億9,197万円 総務費

9億987万円

民生費

14億5,224万円

衛生費

4億6,734万円

農林水産業費

1億6,734万円

商工費

2億3,572万円

土木費

7億4,390万円

消防費

2億7,849万円

教育費

4億9,066万円

歳出合計
55億948万円
歳出合計

55億948万円

義務的経費※
22億4,628万円

投資的経費※
5億1,592万円

その他経費
27億4,728万円 
その他経費

27億4,728万円 
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社会福祉協議会補助
（福祉活動専門員配置）
　　４６８万円

社会福祉協議会が採用す

る「福祉活動専門員（１

名）」への助成。

福祉活動専門員は、地域

の実態や福祉ニーズの把

握、地域支援コーディネー

ト機能の充実等を通じて

地域福祉活動の拠点とし

ての機能強化を図る。

旧ＪＲ江差線
　資料展示室整備
　　２２７万円

旧ＪＲ江差駅前の商店跡
を活用し、旧ＪＲ江差線
の資料等を展示。

田沢テレビ共同受信
施設改修

　　４２０万円

田沢地区の老朽施設更新
（光化改修）に併せ幹線工
事等を実施。

防災ハザードマップ等
作成　　３８９万円
津波ハザードマップを作
成し地域住民に周知。
地理情報システムデータ
整備を委託し、多様な資
料作成が可能に。

鰔川地区２箇所のため池
の決壊を想定したハザー
ドマップを作成し地域住
民に周知。

“古くて新しいまち江差”
観光振興（地域ＤＭＯ）
事業　　　２３７４万円

推進体制の整備、地域商
社設立に向けた調査検討・
観光マネジメントシステ
ムの構築等。

青果卸売市場経営
基盤強化対策
　　２00 万円

経営基盤の強化と青果物の安
定的な供給体制整備を図るた
め、事業に対し支援し経営の
安定を図る。

農地流動化促進補助
　　２８０万円

農用地利用集積計画に基
づき農地集積を行った農
業者に補助金を交付。

水
堀
地
区
の
農
地

Ｄ
Ｍ
Ｏ
勉
強
会
の
よ
う
す

重点ため池ハザードマップ
整備事業 　６００万円
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（仮称）新陣屋団地
・建設工事
　１億６６３９万円
・団地内道路新設工事
　　　 ７３００万円
・給水管布設工事負担金
　　　 １５６６万円

旧ＪＲ江差駅跡地に建設
される公営住宅にかかる
事業費。

南が丘第１団地
シロアリ駆除
　　　３３３万円

毒エサの設置による巣の
全体駆除。

文化会館消防側塔屋改修
 　　　１７４３万円

昨年の強風で、アルミの
スパンドリルが飛び、全
てのアルミを取り外して
改修する。

江差北中学校体育館
屋根・外壁調査
　　２61 万円

屋根・外壁の劣化により、
雨漏りや壁面崩落の危険
性があるため、改修に向
けた原因究明調査。

豊部内川転落防護柵
布設替工事
　　８００万円

豊部内川上流に設置され
ている防護柵が、経年劣
化により腐食。延長 200
メートル。

柏町旧教職員住宅
解体工事
　　６３２万円

昭和 46・47 年に建築さ
れた柏町の旧教職員住宅
２棟を解体。

道路改良工事
・南ヶ丘２２号通り
・砂川４号通り
　　７２１０万円

地域間交流の促進や通学
路の確保、災害時の避難
道路として整備。

（下）砂川４号
通り予定箇所

（上）南ヶ丘 22 号
通り予定箇所
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財政運営
Q：基金を使いながら、借金を増やさない考えは

　非常に大事で評価したい。

A：総合戦略の推進期間は少しアクセルを踏んで

　いかなければならない。借金を増やさないよう

　気を配りながら財政運営をしていきたい。

空き家対策
Q：他の自治体では、空き家解消の対策計画や空

　き家バンク等やっているが、江差町の空き家対

　策はどうなっているか。

A：昨年度調査を実施し、429 件が空き家となっ

　ている。まずは全所有者に通知し、認識しても

　らう。特定空き家（周辺の生活環境に深刻な影

　響を及ぼしている空き家のこと）は、条例通り

　の指導勧告等をしていく。関係課連携しながら、

　特定空き家の認定作業をしていきたい。

ひのき荘

Q：現在のひのき荘の設備面は大丈夫なのか。新

　しい民間に移行する計画は順調か。

A：ボイラーは法定検査等が必要になっており不

　具合があれば都度修繕している。施設自体がか

　なり老朽化しているが、入所されている方に不

　具合の無いよう修繕している。

　　北海道と老人福祉整備計画の提出に関する事

　項について協議・調整している。移管先法人の

　雄心会と協議を進めながら、全体的なスケジュー

　ルの素案を作っていく。

　 宿泊施設

Q：宿泊施設について、インバウンド等

　の対策をしているが、意外と江差は知

　られていない。外に発信する事業の取

　り組みや積極的な誘致をすべきでは。

A：観光は外貨を稼ぐもので、宿泊して

　頂くのが何よりも重要な要素。宿泊施

　設の誘致として交付金や固定資産税の

　免除等のメニューをしっかりＰＲして

　いきたい。

　　全力で誘致についてアプローチしな

　がら、ひとつずつ江差の観光の課題を

　解決していきたい。

学校図書
Q：小中学校の図書の蔵書率が、目標より低いと聞いて

　いるが、達成率や学校からの要望等はどうなっている

　か。

A：小学校は６千冊、中学校では６千５百冊から９千冊

　が標準。小学校は 55％、中学校では 50％の達成率と

　なっている。各学校には、図書整備費の予算付けをし、

　年々増額してきている。蔵書の足りない部分は、図書

　館から貸出を受けるなど、連携して対応している。

意見！慎重に審議しました！
本会議上での予算案への質疑について、その一部を要約しご紹介します。

江差小学校図書室

南が丘小学校図書室
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ぷらっと江差

Q：ぷらっと江差とがんばる商店街について、結構

　な額の補助金が出ている。ぷらっと江差の運営母

　体は。

A：ぷらっと江差の補助は、今年から冬季営業を開

　始しており、その赤字補てん分で増えている。

　　がんばる商店街の補助は、買い物バスの終了に

　伴う代替事業の補助分。

　　ぷらっと江差は、約 30 店舗の団体で構成され

　ており、その中から代表を決め経営している。経

　理を含め、商工会がその事務を担っている。

地域おこし協力隊
Q：地域おこし協力隊について、地域イベント

　への参加が主になっている。本来の企画業務

　等が出来ているのか。

A：イベントの当日対応等は当然あるが、極力

　自分たちで稼ぐことを３年間で身につけて欲

　しいと思っている。

　 商品券
Q：住宅リフォームプレミアム商

　品券について、一度使った人が

　もう一度使いたい場合もあるの

　では。どのような募集をするの

　か、変更点があるのか。

A：問い合わせは多いと聞いてい

　るが、条件の緩和は、今後の申

　請の状況をみながら、商工会ま

　たは内部で検討し、慎重に対応

　していきたい。

北の江の島構想
Q：北の江の島構想について、色々計画があるが、かもめ島の

　階段が急であり、その機械的な対策を考えているのか。かも

　め島は町民の財産。手を加えず自然に残すべきでは。

A：かもめ島のアシスト機能については、まちづくり懇話会で

　も意見が出された。可能なことがあるのか、少し時間をかけ

　ていきたい。

　　何らかの形で自然環境を守りながら、島の上にも人が上がっ

　て行けるような環境を作っていきたい。

予算質疑平成29年度事業について
限られた財源の中で、どのように財政運営が行われているか。

毎月広報に掲載している地域おこし協力隊通信

　

江
差
町
地
域
お
こ
し
協
力
隊
観
光
振
興
業
務

担
当
の
今
谷
で
す
。

　

早
い
も
の
で
、
江
差
町
に
来
て
半
年
が
た
ち

ま
し
た
。
今
回
は
、
江
差
の
に
し
ん
そ
ば
に
も

使
わ
れ
て
い
る
、
そ
ば
に
つ
い
て
ご
紹
介
し
た

い
と
思
い
ま
す
。
み
な
さ
ん
江
差
町
で
そ
ば
が

栽
培
さ
れ
て
い
る
の
は
ご
存
知
で
し
ょ
う
か
。

　

現
在
、
水
堀
地
区
や
鯎
川
地
区
の
一
部
で
栽

培
さ
れ
て
お
り
、
江
差
町
産
の
そ
ば
粉
を
使
っ

た
そ
ば
が
江
差
町
内
の
お
そ
ば
屋
さ
ん
で
楽
し

め
ま
す
。
そ
ん
な
江
差
町
産
の
そ
ば
粉
を
使
っ

た
、
そ
ば
打
ち
体
験
教
室
が
「
そ
ば
辰
ゆ
が
の

会
」
主
催
で
、
２
月
18
日
に
旧
朝
日
小
学
校
で

開
催
さ
れ
ま
し
た
。
町
内
よ
り
多
数
の
方
に
ご

参
加
頂
き
、
ま
た
函
館
よ
り
そ
ば
打
ち
の
先
生

が
多
数
こ
ら
れ
、
ほ
ぼ
マ
ン
ツ
ー
マ
ン
で
そ
ば

打
ち
体
験
が
で
き
ま
し
た
。
私
も
そ
ば
打
ち
は

初
体
験
で
し
た
が
、
貴
重
な
体
験
を
さ
せ
て
頂

き
ま
し
た
。

　

ま
た
、
開
催
さ
れ
た
旧
朝
日
小
学
校
で
は
農

家
の
方
が
中
心
と
な
っ
た
「
え
さ
し
水
土
里
の

会
」
が
活
動
さ
れ
て
お
り
、
江
差
町
産
の
農
作

物
を
使
っ
た
、
か
た
こ
も
ち
や
か
り
ん
と
う
、

味
噌
な
ど
い
ろ
ん
な
手
作
り
商
品
が
作
ら
れ
て

い
ま
す
。
自
分
も
製
造
作
業
に
参
加
さ
せ
て
頂

き
ま
し
た
が
、
ひ
と
つ
ひ
と
つ
手
作
り
で
作
ら

れ
て
い
る
た
め
、
１
日
か
け
て
も
少
量
し
か
製

造
で
き
ず
、
貴
重
な
品
に
な
っ
て
い
ま
す
。
私

も
お
手
伝
い
し
た
、
か
り
ん
と
う
は
、
現
在
ぷ

ら
っ
と
江
差
で
販
売
中
で
す
。
売
り
切
れ
の
際

は
ご
容
赦
く
だ
さ
い
。

そば打ち体験に参加 かりんとう作りに参加

地域おこし協力隊通信

江差町 みんな

　見てねー

地域おこし協力隊
Face book「ＱＲコード」



８月１日から江差町・上ノ国町
　　　　　　　　学校給食組合に変更
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３月定例会

こ
ん
な
こ
と
が
決
ま
り
ま
し
た
！

こ
ん
な
こ
と
が
決
ま
り
ま
し
た
！

こ
ん
な
こ
と
が
決
ま
り
ま
し
た
！

新年度 町税がコンビニで納付可能に
　平成 29 年４月から、コンビニエンスストアでも町

税を納付できるようになりました。今後は、時間を

気にせず、納めやすくなります。

　また、これまで督促状が発送されると督促手数料

を納めなければいけませんでしたが、コンビニ収納

の開始に伴い、廃止されました。

新年度

野
球
場
に
広
告
を

　

町
内
の
企
業
・
商
店
・
団
体
等
か
ら
野

球
場
フ
ェ
ン
ス
へ
の
広
告
を
募
集
。
こ
の

広
告
収
入
は
、
町
内
で
の
ス
ポ
ー
ツ
活
動

を
地
域
の
皆
さ
ん
で
応
援
す
る
こ
と
を
目

的
と
し
、
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
の
活
動
費
や

ス
ポ
ー
ツ
振
興
事
業
へ
活
用
し
ま
す
。

　

募
集
区
画
は
20
区
画
で
、
広
告
料
は
年

間
２
万
４
千
円
。

新年度

消防団ポンプ車を更新
　江差町消防団第５分団（大澗町・泊町・尾山町・

田沢町・伏木戸町）と第２分団（新栄町・愛宕町・

豊川町・中歌町・桧岱・東山）のポンプ車を更新。

・５分団ポンプ車　３１７８万円

　従前のポンプ車は昭和 59 年 11 月に整備され老朽

化が著しいため更新。

・２分団小型ポンプ積載車　１５５０万円

　従前のポンプ車は昭和 60 年 10 月に整備され老朽

化が著しい。今回、小型ポンプ積載車に更新。

現
在
の
（
左
）
２
分
団
ポ
ン
プ

車
と
（
下
）
５
分
団
ポ
ン
プ
車
。

新年度

　江差町ほか２町学校給食組合から、厚沢部町が脱退することに伴い、

名称を「江差町・上ノ国町学校給食組合」に８月１日から変更となります。

24
hours

（
上
）
町
民
野
球
場
は
毎
週
の
よ
う
に

高
校
生
や
中
学
生
、
時
に
は
合
宿
に

来
た
大
学
生
が
練
習
し
て
い
る
。

（
右
）
サ
ブ
グ
ラ
ウ
ン
ド
で
は
少
年
野

球
の
練
習
や
試
合
が
毎
週
行
わ
れ
て

い
る
。
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一般会計 10 事業を減額補正
　平成 28 年度一般会計補正予算で、次の 10 事業について減額補正を行いました。

　・職員人件費　▲１７１２万４千円

　・未利用町有地等売却促進対策　▲５３４万２千円

　・臨時福祉給付金給付事業　▲１３２万円

　・常設保育所運営　▲３１３万円

　・母子保健（定期予防接種）　▲１５５万円

　・インフルエンザ予防接種支援　▲４８万円

　・高齢者肺炎球菌予防接種支援　▲４６万５千円

　・各種がん検診推進　▲２６０万円

　・水産物供給基盤機能保全事業　▲５１万３千円

　・プレミアム住宅リフォーム商品券発行事業補助　▲５６万円

28 年度補正

南
が
丘
第
１
団
地

 

長
寿
命
化
改
修
工
事
を
実
施

　

当
初
29
年
度
予
算
の
交
付
金
事
業
で
実
施

す
る
予
定
で
し
た
が
、
道
の
交
付
金
の
前
倒

し
に
よ
り
、
28
年
度
事
業
と
し
て
補
正
。

　

４
棟
16
戸
の
屋
根
、
外
壁
の
改
修
を
行
い

ま
す
。

　

補
正
額
は
３
５
７
２
万
８
千
円
（
国
庫
支

出
金
他
）
で
、
29
年
度
に
繰
り
越
し
て
事
業

を
実
施
し
ま
す
。

南が丘第１団地

28 年度補正

最終補正で総額 53 億 5147 万円
　今回の補正は、主に各事業の確定と実績見込みによる予算の最終調整で、一般会計は、

歳入歳出それぞれ２１３３万円増額し、総額で５３億５１４７万円になりました。

≪３月補正の結果≫

　会計名　　　　　　　　補正後の予算額（補正額）

・一般会計　　　　　　　５３億５１４７万円（２１３３万円増）

・国民健康保険特別会計　１１億３８３９万円（２３５４万円増）

・介護保険特別会計　　　１０億３５０７万円（８２０万円増）

28 年度補正
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意 見 書 を 提 出
　３月定例会では５件の意見書を提出、全て原案どおり可

決し、関係行政機関へ提出しました。

◆指定給水装置工事事業者制度に更新制の導入を求める意

　見書

◆過疎地域の追加と過疎対策事業債の対象事業の拡充を求

　める意見書

◆無料公衆無線ＬＡＮ（Ｗｉ‐Ｆｉ）環境の整備促進を求め

　る意見書

◆テロ等組織犯罪準備罪（共謀罪）創設に反対する意見書

◆地方議会議員の厚生年金制度への加入を求める意見書

議員にとって「一般質問」は、

議場という公の場で、町長や教

育長に対して町政運営の考え方

や将来に対する方針を質すこと

ができる唯一の場です。

◆質問は要約されています◆

　議会だよりのスペースの都合上、質

問・答弁は要約したものを載せています。

◆表示の説明◆

　文中の再、再再はそれぞれ再質問、

再再質問を表します。

一

般

質

問

六
議
員
が
町
政
を
問
う

◆給食費返還の執行状況について

　不正経理事故に伴う給食費返還事務について、返還

対象の96.7％執行済み。29年度も引き続き返還事務を継

続する。

◆農業担い手育成協議会の解散について

　平成16年に設立された協議会が平成28年12月31日を

もって解散した。

◆平成29年４月からの道立江差病院の診療体制について

　平成29年4月から消化器医師が１名体制に。今後も道

と連携し、医師確保に努める。

◆ニシンの群来について

　2月26日にかもめ島付近の海岸で海面の白濁があり、

群来と確認された。昨年度から100万尾放流を実施して

おり、今年度も引き続き放流の取り組みをしていく。

◆町営レストランについて

　開業予定日は4月15日頃で、名称は新しい名称で開業

を迎えたいとの希望。出来る限りの開業に向けた情報

の共有や支援を行い、観光客や地元の皆様に喜ばれる

食の拠点になるよう協議連携していく。

◆寄付採納について

・第一生命労働組合函館営業職支部執行委員長　内藤

要一様から日明保育園と子育て支援センターを利用す

る親子に対し絵本セット

・㈱五勝手屋本舗代表取締役　小笠原隆様から図書館

の図書充実のためにと現金10万円

・ＡＳＡ江差朝日新聞専売所所長　松崎浩様から図書

館の図書充実のために図書21冊

・㈱寺子屋代表取締役　森内あや子様からかもめ島周

辺の活性化のためにと現金100万円

第 1
回定
例会

行政報告
定例会で次のとおり、

町長が行政報告しました。
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3 月定例会　一般質問

「
国
道
２
２
８
号
線　

田
沢
～
伏
木
戸
間
の

道
路
整
備
、
改
良
事
業
の
着
工
要
請
に
つ
い
て
」

　

町
長
は
、
現
在
、
整
備
協

議
会
の
会
長
を
務
め
て
い
る

が
、
協
議
内
容
等
に
つ
い
て

議
会
や
町
民
に
認
識
さ
れ
て

い
な
い
実
態
。

　

木
古
内
・
江
差
間
の
計
画

決
定
に
至
る
今
が
、
非
常
に

重
要
な
時
期
で
あ
り
、
江
差

町
が
不
利
益
に
な
ら
ず
、
近

隣
町
が
賛
同
し
や
す
い
そ
の

方
向
性
を
明
確
に
し
、
議
会

と
共
に
協
議
を
進
め
る
べ
き

と
考
え
る
が
、
町
長
の
所
見

は
。

　

高
規
格
幹
線
道
路

函
館
・
江
差
自
動
車
道
の
整

備
に
つ
い
て
、
現
在
木
古
内

イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
の
供
用

開
始
を
平
成
31
年
度
に
予

定
し
て
い
る
が
、
木
古
内
・

江
差
間
は
、
事
業
化
区
間
と

な
っ
て
い
な
い
状
況
に
あ

り
、
当
該
区
間
の
整
備
促
進

に
つ
い
て
、
関
係
機
関
へ
要

請
活
動
を
行
っ
て
き
た
。

　

早
期
着
工
要
請
と
、
町
民

運
動
の
展
開
に
つ
い
て
は
、

現
在
の
計
画
区
間
か
ら
事
業

化
区
間
へ
の
昇
格
と
、
江
差

町
側
か
ら
の
工
事
着
手
に
つ

い
て
強
力
に
要
請
し
た
い
。

　

ル
ー
ト
の
在
り
方
等
に

関
す
る
町
民
を
巻
き
込
ん

で
の
運
動
の
展
開
に
つ
い

て
は
、
こ
の
次
の
段
階
で
取

り
進
め
た
い
。

　

近
隣
町
や
他
の
団
体
と

の
連
携
は
も
と
よ
り
、
議
会

や
町
民
の
皆
さ
ん
と
歩
調
を

合
わ
せ
官
民
一
体
と
な
っ
た

地
域
の
声
を
伝
え
る
努
力
を

行
っ
て
い
き
た
い
。

　

自
動
車
道
の
利
用
率

向
上
を
考
慮
し
、
北
部
地
域

に
１
カ
所
、
南
部
地
域
に
１

カ
所
の
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン

ジ
の
設
置
に
つ
い
て
、
要
請

行
動
を
す
べ
き
。 

ま
ず
は
、

事
業
化
へ
の
要
請
を
取
り
進

め
て
い
き
た
い
。

　

イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
は
、

概
略
ル
ー
ト
の
設
計
の
段
階

で
色
々
と
議
論
が
あ
る
。
今

年
、
都
市
計
画
の
マ
ス
タ
ー

プ
ラ
ン
が
策
定
さ
れ
る
た

め
、
整
合
性
を
図
り
な
が
ら

考
え
て
い
き
た
い
。

　

江
差
町
の
た
め
に

な
る
要
請
行
動
を
す
べ
き
。

　

色
々
な
チ
ャ
ン
ネ

ル
を
使
い
な
が
ら
、
こ
の
区

間
が
非
常
に
大
事
な
区
間
だ

と
い
う
こ
と
を
し
っ
か
り

と
、
ス
ト
ッ
ク
効
果
、
そ
の

道
路
が
出
来
る
こ
と
に
よ
っ

て
、
ど
の
よ
う
に
こ
の
地
域

に
経
済
効
果
を
及
ぼ
す
か
と

い
う
こ
と
を
し
っ
か
り
伝

え
、
費
用
対
効
果
で
も
こ
こ

は
必
要
な
区
間
だ
と
い
う
こ

と
を
理
解
し
て
頂
き
な
が

ら
、
色
々
な
所
に
要
請
活
動

を
行
っ
て
い
き
た
い
。

　

私
が
、
会
長
を
務
め
る
協

議
会
も
、
も
っ
と
多
く
の
民

間
の
皆
さ
ん
に
入
っ
て
頂

く
よ
う
、
近
隣
町
に
も
声
を

か
け
拡
大
し
よ
う
と
今
働
き

か
け
を
し
て
い
る
。
官
民
一

体
と
な
っ
た
取
り
組
み
を
し

て
、
そ
し
て
中
央
へ
も
し
っ

か
り
と
私
が
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ

プ
を
発
揮
し
、
先
頭
に
立
っ

て
や
っ
て
い
き
た
い
。

　

毎
年
車
同
士
の
衝
突
や

路
肩
転
落
事
故
等
が
発
生

し
て
い
る
。

　

道
路
の
勾
配
、
凍
結
、
急

カ
ー
ブ
、
強
風
等
の
影
響
が

大
き
い
と
思
わ
れ
る
が
、
事

故
を
未
然
に
防
ぐ
対
策
と

協
議
を
函
館
開
発
建
設
部

江
差
道
路
事
務
所
と
十
分

協
議
、
相
談
す
べ
き
で
は
。

　

田
沢
町
か
ら
伏
木

戸
町
の
間
の
登
坂
車
線
に

つ
い
て
、
路
線
の
線
形
や
勾

配
等
の
問
題
も
あ
り
、
特
に

冬
期
間
は
路
面
の
凍
結
や

強
風
等
に
よ
り
、
危
険
な
状

況
に
あ
る
こ
と
が
散
見
さ

れ
る
。
交
通
事
故
未
然
防
止

対
策
と
し
て
、
早
い
機
会
に

函
館
開
発
建
設
部
江
差
道

路
事
務
所
と
協
議
を
行
い

た
い
。

　

早
期
対
応
を
考
え
る

こ
と
は
、
政
策
能
力
が
試
さ

れ
て
い
る
と
判
断
す
る
。
庁

内
で
の
議
論
を
進
め
て
も

ら
い
た
い
。

 

ま
ず
は
、

田
沢
・
伏
木
戸
間
は
交
通
事

故
の
未
然
防
止
対
策
と
し

て
ど
の
よ
う
な
方
策
が
あ

る
か
建
設
水
道
課
と
協
議

し
、
江
差
道
路
事
務
所
と
相

談
し
た
い
。

　

担
当
課
長
だ
け
で

な
く
、
町
の
将
来
を
考
え
、

し
っ
か
り
課
長
同
士
頑
張
っ

て
も
ら
い
た
い
と
思
う
が
。

　

交
通
安
全
の

未
然
防
止
対
策
で
、
風
の
問

題
、
勾
配
の
部
分
で
の
ア
イ

ス
バ
ー
ン
に
な
る
等
、
当
面

の
対
策
が
ど
の
よ
う
に
で
き

る
の
か
、
道
路
事
務
所
と
ま

ず
や
っ
て
い
き
た
い
。

　

た
だ
し
、
高
規
格
幹
線
道

路
は
、
津
波
の
ハ
ザ
ー
ド

マ
ッ
プ
も
出
て
、
減
災
・
防

災
の
観
点
も
軸
と
し
て
追
加

し
な
が
ら
の
要
請
に
な
る
と

思
っ
て
お
り
、
全
力
を
挙
げ

て
い
き
た
い
。

室
井　

正
行 

 

議
員
（
自
民
党
）

「
高
規
格
幹
線
道
路
「
函
館
・
江
差
自
動

車
道
」
の
木
古
内
～
江
差
間
の
早
期
着
工

要
請
と
町
民
運
動
の
展
開
に
つ
い
て
」

木古内線整備促進期成会総会のようす。沿線自
治体の町長・議長等が構成員になっている。

冬
期
間
、
事
故
が
多
発
し
て
い
た
田

沢
・
伏
木
戸
間
登
坂
車
線
。

町
長

再ま
ち
づ
く
り
推
進
課
長

町
長

町
長

再ま
ち
づ
く
り
推
進
課
長

副
町
長

再
再

再
再
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3 月定例会　一般質問

経
済
基
盤
を
持
続
さ
せ
る

　
　

地
場
産
業
の
振
興
に
つ
い
て
」

　

北
の
江
の
島
構
想
に
つ
い

て
、
開
陽
丸
エ
リ
ア
の
計
画

の
具
体
的
な
内
容
は
。

　

旧
江
光
ビ
ル
の
跡
地
の
今

後
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
は
。

　

シ
ビ
ッ
ク
プ
ラ
イ
ド
（
都

市
に
抱
く
誇
り
や
愛
着
の
こ

と
）
の
醸
成
と
あ
る
が
、
住

民
参
加
の
仕
組
み
は
。

　

具
体
的
な
内
容

は
、
議
論
を
深
め
る
た
め
、

現
段
階
で
は
踏
み
込
ん
だ
説

明
が
出
来
な
い
。

　

旧
江
光
ビ
ル
跡
地
の
ス
ケ

ジ
ュ
ー
ル
は
、
町
全
体
の

ゾ
ー
ニ
ン
グ
の
見
極
め
や
、

上
町
街
区
の
賑
わ
い
の
創
出

に
向
け
た
必
要
な
空
間
の
利

活
用
に
つ
い
て
、
本
年
度
議

論
を
深
め
た
い
と
考
え
て
い

る
。

　

シ
ビ
ッ
ク
プ
ラ
イ
ド
は
、

様
々
な
活
動
を
通
じ
て
、
生

き
が
い
と
地
域
へ
の
誇
り
を

醸
成
し
、
町
民
と
行
政
が
一

体
と
な
っ
た
町
づ
く
り
を

目
指
し
た
い
。
こ
れ
ら
の

考
え
方
を
所
管
課
へ
浸
透

さ
せ
、
様
々
な
場
面
を
通
じ

て
、
町
民
へ
周
知
し
た
い
。

　

開
陽
丸
エ
リ
ア
は
気

軽
に
立
ち
寄
れ
る
空
間
を

目
指
す
べ
き
。

　

旧
江
光
ビ
ル
跡
地
は
、
イ

ベ
ン
ト
広
場
的
な
空
間
で

町
民
が
活
用
し
や
す
い
交

流
の
場
や
駐
車
場
を
検
討

し
て
は
。

　

シ
ビ
ッ
ク
プ
ラ
イ
ド
は
、

町
民
が
参
加
で
き
る
よ
う

な
体
制
を
構
築
し
、
住
ん
で

良
か
っ
た
と
思
え
る
ま
ち

づ
く
り
に
持
っ
て
い
っ
て

ほ
し
い
。

　

開
陽
丸

エ
リ
ア
は
観
光
の
拠
点
と

し
て
開
発
し
て
い
く
た
め
、

皆
さ
ん
と
議
論
し
良
い
物

を
作
り
上
げ
た
い
。

　

旧
江
光
ビ
ル
跡
地
は
、
ま

だ
議
論
が
煮
詰
ま
っ
て
い

な
い
段
階
。
様
々
な
観
点
で

議
論
を
深
め
、
皆
さ
ん
が
納

得
で
き
る
も
の
を
何
と
か

作
り
上
げ
て
い
き
た
い
。

　

シ
ビ
ッ
ク
プ
ラ
イ
ド
は
、

役
場
の
管
理
職
含
め
全
員

が
認
識
す
る
こ
と
か
ら
ス

タ
ー
ト
し
、
そ
れ
を
外
に
発

信
し
て
い
く
こ
と
を
体
制

的
に
整
え
て
い
き
た
い
。

　

ア
ス
パ
ラ
ガ
ス
の
伏
込
栽

培
に
取
り
組
む
プ
ロ
セ
ス
、

ど
の
よ
う
な
実
証
試
験
を
計

画
し
て
い
る
の
か
。

　

ナ
マ
コ
以
外
の
養
殖
、
放

流
事
業
に
取
り
組
む
必
要
が

あ
る
の
で
は
。

　

伏
込
栽
培
は
主
に

中
小
規
模
農
家
の
冬
期
間
に

お
け
る
資
金
及
び
所
得
向
上

対
策
を
ね
ら
い
と
し
、
苗
を

植
え
る
前
の
肥
料
ま
き
や
土

の
酸
性
度
を
整
え
る
作
業
、

養
成
株
を
植
え
た
り
掘
り
取

る
作
業
等
の
体
験
を
検
討
し

て
い
る
。
新
年
度
は
、
事
業

化
段
階
で
想
定
さ
れ
る
内
容

を
い
か
に
実
証
試
験
事
業
で

取
り
入
れ
ら
れ
る
か
に
つ
い

て
、
先
進
農
家
や
関
係
機
関

と
協
議
し
、
制
度
設
計
し
た

い
。

　

平
成
29
年
度
は
、
試
験
段

階
に
あ
る
大
型
海
藻
、
昆
布

や
わ
か
め
、
ホ
ヤ
に
つ
い
て

養
殖
事
業
化
の
取
り
組
み
を

進
め
、
エ
ゾ
キ
ン
チ
ャ
ク
貝

の
種
苗
生
産
技
術
の
確
立
と

養
殖
試
験
の
実
施
に
向
け
、

関
係
機
関
の
助
言
を
得
な
が

ら
検
討
を
進
め
た
い
。

　

ア
ス
パ
ラ
だ
け
に
特

化
せ
ず
、
他
の
作
物
や
栽
培

法
に
つ
い
て
広
く
検
討
す
べ

き
。

　

回
遊
性
魚
種
の
不
振
は
、

日
本
海
で
の
外
国
船
の
密
漁

も
要
因
。
海
上
保
安
の
パ
ト

ロ
ー
ル
強
化
等
要
請
し
て
い

く
べ
き
で
は
。

　

ア
ス
パ

ラ
を
メ
イ
ン
と
し
て
取
り
組
み

を
し
て
い
き
た
い
。
農
業
者

か
ら
別
の
作
物
の
希
望
が
出

れ
ば
検
討
し
、
前
向
き
に
取

り
組
み
た
い
。

　

漁
業
に
つ
い
て
は
、
国
、

道
へ
の
要
請
を
含
め
、
関
係

　

道
で
は
平
成
29
年
度
か
ら

第
２
子
以
降
の
保
育
料
無
料

化
の
導
入
を
計
画
し
て
い

る
。
江
差
町
で
も
、
道
の
軽

減
策
に
加
え
、
第
１
子
か
ら

の
無
料
化
を
検
討
す
べ
き
で

な
い
か
。

　

第
１
子
か
ら
の
無

料
化
は
、
子
育
て
世
帯
へ
の

大
き
な
支
援
に
な
る
と
認
識

し
て
い
る
が
、
一
方
で
、
財
源

の
大
幅
な
負
担
が
伴
う
こ
と

や
入
園
児
の
増
加
が
想
定
さ

れ
、
保
育
士
の
増
員
配
置
が

必
要
と
な
る
こ
と
か
ら
、
今

後
の
検
討
課
題
と
し
た
い
。

　

保
育
園
の
優
遇
策
に

よ
り
、
他
町
に
移
り
住
ん
だ

と
い
う
話
も
聞
い
て
い
る
。

　

ま
た
、
保
育
士
の
労
働
過

重
や
待
遇
に
よ
り
、
保
育
士

の
確
保
が
非
常
に
難
し
く

な
っ
て
い
る
と
聞
く
が
、
現

状
の
保
育
士
の
確
保
や
対

応
、
待
遇
は
ど
う
な
っ
て
い

る
か
。

　

何
と
か

や
り
く
り
し
な
が
ら
、
必
要

と
す
る
保
育
士
を
確
保
し
て

い
る
。
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
や
人

の
繋
が
り
等
で
有
資
格
者
の

確
保
を
取
り
進
め
て
い
る
。

「
住
民
が
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
ま
ち
づ
く
り

（
子
育
て
支
援
の
充
実
）
に
つ
い
て
」

塚
本　

眞 
 

議
員
（
無
会
派
）

「
戦
略
的
な
ま
ち
づ
く
り
に
つ
い
て
」

機
関
と
協
議
し
対
応
し
て
い

き
た
い
。

　

認
識
不
足
が
あ

り
、
し
っ
か
り
現
状
を
把
握

し
た
上
で
、
必
要
が
あ
れ
ば

要
請
行
動
等
に
移
し
た
い
。

塚本議員は他に「新たな産業の構築について」「全国学力・学習状況調査

及び体力・運動能力、運動習慣等調査結果について」を質問しています。

町
長

再ま
ち
づ
く
り
推
進
課
長

町
長

再

産
業
振
興
課
長

町
長

町
長

再町
民
福
祉
課
長

開陽丸改修工事によって整備されたテラス

ア
ス
パ
ラ
ガ
ス
栽
培
の
よ
う
す
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萩
原　

徹 
 

議
員
（
無
会
派
）

「
水
産
振
興
に
つ
い
て
」

　

ナ
マ
コ
以
外
の
魚
種
等
に

つ
い
て
、
成
果
が
上
が
っ
て

い
る
も
の
は
何
か
。
今
後
の

見
通
し
、
新
た
な
商
材
と
な

る
も
の
は
何
か
。

　

前
浜
振
興
に
即
効
性
の
あ

る
取
り
組
み
を
行
う
べ
き
と

考
え
る
が
。

　

ふ
る
さ
と
納
税
を
含
め
安

定
的
に
前
浜
の
資
源
を
活
用

で
き
る
施
設
が
あ
れ
ば
、
漁

業
者
の
収
入
の
安
定
化
に
繋

が
り
、
観
光
に
も
役
立
つ
。

中
間
施
設
の
整
備
を
ど
う
考

え
て
い
る
か
。

　

安
定
し
た
漁
業
経

営
を
目
指
し
育
て
る
漁
業
の

推
進
に
努
め
て
い
る
。
ニ
シ

ン
の
放
流
事
業
、
昆
布
や
わ

か
め
、
ホ
ヤ
の
養
殖
事
業
化
、

エ
ゾ
キ
ン
チ
ャ
ク
貝
の
種
苗

生
産
技
術
の
確
立
と
養
殖
試

験
の
実
施
等
、
取
り
組
み
を

進
め
て
い
る
。

　

前
浜
振
興
は
、
即
効
性
の

あ
る
取
り
組
み
は
難
し
い
。

　

漁
業
者
の
負
担
軽
減
を
図

る
た
め
、
漁
具
購
入
支
援
等

を
実
施
、
継
続
し
て
い
く
。

　

複
合
的
な
機
能
を
持
っ
た

施
設
の
必
要
性
は
認
識
し
て

い
る
が
、
関
係
機
関
の
助
言
・

協
力
を
得
な
が
ら
、
採
算
性

の
あ
る
持
続
可
能
な
施
設
の

在
り
方
を
検
討
し
て
い
く
。

　

水
産
施
設
は
漁
業
者

に
と
っ
て
も
、
町
に
と
っ
て

も
必
要
。
冷
凍
機
器
の
導
入

等
、
何
か
考
え
は
あ
る
の
か
。

　

具
体
的

に
施
設
で
考
え
て
い
る
も
の

は
な
い
が
、
江
差
の
物
を
江

差
で
消
費
で
き
る
仕
組
み
作

り
は
今
後
検
討
し
て
い
か
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
重
要
な
課

題
と
認
識
し
て
い
る
。

　

マ
ダ
ラ
や
サ
ク
ラ

マ
ス
の
高
付
加
価
値
対
策
を

行
う
と
あ
る
が
、
昨
年
の
ブ

リ
の
神
経
〆
等
の
結
果
は
。

　

ブ
リ
を

神
経
〆
に
す
る
こ
と
で
キ
ロ

単
価
が
上
が
る
傾
向
に
あ
っ

た
。
付
加
価
値
に
繋
が
っ
て

い
る
た
め
、
他
の
魚
種
に
も

取
り
入
れ
対
応
し
て
い
き
た

い
。

　

観
光
業
務
と
追
分
の
振
興

は
別
物
。
追
分
と
観
光
を
分

け
る
べ
き
で
は
。

　

役
場
内
の
業
務
は
限
ら
れ

た
職
員
数
で
行
っ
て
い
る
。

適
正
な
職
員
の
配
置
を
考
え

て
い
る
の
か
。

　

江
差
観
光
の
Ｐ
Ｒ

や
発
信
を
す
る
上
で
、
真
っ

先
に
紹
介
す
る
の
が
江
差
追

分
で
あ
り
、
体
験
観
光
の
メ

ニ
ュ
ー
に
追
分
教
室
等
、
観

光
の
目
玉
と
な
っ
て
い
る
。

観
光
と
追
分
は
密
接
な
関
係

に
あ
る
た
め
、
分
離
す
る
考

え
は
持
っ
て
い
な
い
。

　

現
有
職
員
数
の
維
持
を
基

本
に
、
再
任
用
制
度
の
活
用

や
地
域
お
こ
し
協
力
隊
の
配

置
も
含
め
体
制
作
り
を
構
築

し
な
が
ら
、
各
係
の
業
務
内

容
も
検
証
し
つ
つ
、
適
正
な

職
員
配
置
に
努
め
た
い
。

　

観
光
に
た
く
さ
ん
の

業
務
メ
ニ
ュ
ー
が
あ
る
が
、

や
は
り
一
つ
の
課
で
や
っ
て

い
く
考
え
な
の
か
。

　

観
光
Ｄ
Ｍ

Ｏ
等
を
見
据
え
た
増
員
を

行
っ
て
い
る
。
観
光
と
追
分

は
密
接
な
関
係
が
あ
り
、
今

は
分
離
す
る
考
え
は
な
い
。

「
役
場
組
織
機
構
に
つ
い
て
」

　

現
段
階
で
の
民
間
移
管
ス

ケ
ジ
ュ
ー
ル
は
。

　

民
間
移
管
に
あ
た
っ
て
、

現
在
い
る
職
員
の
身
分
や
待

遇
は
。

　

執
行
方
針
に
あ
る
、
時
間

の
要
す
る
課
題
と
は
何
か
。

　

移
管
ス
ケ
ジ
ュ
ー

ル
に
つ
い
て
、
現
時
点
で
は
、

当
初
の
整
備
方
針
に
基
づ

き
、
移
管
先
法
人
の
社
会
福

祉
法
人
雄
心
会
が
平
成
30
年

度
に
北
海
道
に
対
し
て
、
老

人
福
祉
施
設
整
備
計
画
書
を

提
出
し
、
審
査
を
受
け
、
承

認
決
定
後
の
平
成
31
年
度
に

ひ
の
き
荘
を
譲
渡
し
て
運
営

を
行
っ
て
頂
き
、
同
時
に
新

た
な
施
設
の
着
工
を
行
う
形

と
し
て
い
る
。

　

具
体
的
な
移
管
整
備
ス
ケ

ジ
ュ
ー
ル
の
策
定
に
当
た

り
、
現
在
、
雄
心
会
並
び
に

道
と
確
認
調
整
作
業
を
行
っ

て
お
り
、
多
岐
に
わ
た
る
協

議
が
必
要
。
具
体
的
な
ス
ケ

ジ
ュ
ー
ル
は
、
改
め
て
報
告

し
た
い
。

　

移
管
後
の
職
員
の
身
分
や

待
遇
は
、
現
時
点
で
具
体
的

な
内
容
は
決
ま
っ
て
い
な
い

が
、
民
間
へ
の
移
管
に
際
し
、

正
職
員
は
本
人
の
意
向
を
踏

ま
え
、
雄
心
会
へ
の
再
就
職
、

ま
た
は
役
場
で
の
配
置
転
換

が
基
本
と
な
る
。
雄
心
会
へ

の
再
就
職
と
な
る
職
員
の
処

遇
は
、
待
遇
面
に
お
い
て
職

員
側
の
意
向
、
職
員
労
働
組

合
と
の
交
渉
、
雄
心
会
と
の

協
議
を
重
ね
た
上
で
検
討
し

て
い
き
た
い
。

　

執
行
方
針
の
時
間
を
要
す

る
課
題
は
、
道
の
審
査
を
受

け
る
た
め
の
老
人
福
祉
施
設

整
備
計
画
書
作
成
協
力
や
、

町
の
高
齢
者
福
祉
計
画
介
護

事
業
計
画
の
見
直
し
、
譲
渡

貸
与
物
件
の
精
査
、
建
設
予

定
地
に
お
け
る
開
発
行
為
許

可
等
、
整
理
す
べ
き
事
項
が

多
く
あ
る
。
新
た
な
施
設
整

備
に
向
け
、
漏
れ
の
な
い
よ

う
雄
心
会
並
び
に
道
と
確
認

調
整
を
行
っ
て
い
る
。

「
養
護
老
人
ホ
ー
ム
に
つ
い
て
」

新
ひ
の
き
荘
の
建
設
が
予
定
さ
れ
て

い
る
柳
崎
町
の
用
地
。
道
立
江
差
病

院
に
近
く
、
周
辺
に
は
大
型
店
舗
が

点
在
し
て
い
る
。

エゾキンチャク貝は、食味は濃厚だが、市場にほと
んど流通していない。増養殖の可能性について試験
を行い、新たな特産品となるか検討する。

町
長

再産
業
振
興
課
長

再
再

産
業
振
興
課
長

町
長

再総
務
課
長

町
長
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小
梅　

洋
子 

 

議
員
（
無
会
派
）

「
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ス
ク
ー
ル
に
つ
い
て
」

　

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ス
ク
ー
ル

と
は
、
ど
ん
な
学
校
か
。
準

備
や
方
法
は
。
ど
の
よ
う

な
メ
リ
ッ
ト
が
期
待
で
き
る

か
。
導
入
し
た
事
例
等
は
あ

る
か
。

　

コ

ミ

ュ

ニ

テ
ィ
ス
ク
ー
ル
と
は
、
学
校

運
営
協
議
会
制
度
の
こ
と

で
、
こ
の
協
議
会
を
設
置
し

て
い
る
学
校
の
こ
と
を
言

う
。
学
校
運
営
協
議
会
は
、

学
校
運
営
や
課
題
等
に
対

し
、
保
護
者
や
地
域
住
民
が

参
画
す
る
仕
組
み
。

　

ま
た
、
地
域
の
方
が
そ
れ

ぞ
れ
の
立
場
で
子
ど
も
た
ち

の
豊
か
な
成
長
を
支
え
、
地

域
と
共
に
あ
る
学
校
づ
く
り

を
進
め
る
こ
と
が
一
番
の
狙

い
。
制
度
導
入
の
た
め
、
教

職
員
、
保
護
者
、
地
域
住
民

へ
理
解
を
図
る
こ
と
、
学
校

の
指
定
、
委
員
の
任
命
、
学

校
運
営
協
議
会
規
則
等
の
制

定
等
が
あ
る
。

　

導
入
の
メ
リ
ッ
ト
は
、
教

職
員
の
異
動
が
あ
っ
て
も
、

地
域
と
の
組
織
的
な
連
携
、

協
働
体
制
が
継
続
で
き
る
持

続
可
能
な
仕
組
み
。
子
ど
も

た
ち
が
ど
の
よ
う
な
課
題
を

抱
え
て
い
る
か
、
何
を
実
現

し
て
い
く
の
か
と
い
う
目
標

ビ
ジ
ョ
ン
を
共
有
出
来
る
こ

と
等
。

　

導
入
成
果
の
事
例
は
、
学

校
と
地
域
が
情
報
を
共
有
す

る
よ
う
に
な
っ
た
、
地
域
が

学
校
に
協
力
的
に
な
っ
た
、

学
校
に
対
す
る
保
護
者
や
地

域
の
理
解
が
深
ま
っ
た
等
、

教
職
員
の
意
識
改
革
、
学
力

向
上
に
お
い
て
も
成
果
が
出

て
い
る
と
い
う
事
例
報
告
が

あ
る
。

　

教
育
委
員
会
で
は
、
今
年

度
各
学
校
の
校
長
、
学
校
評

議
員
、
Ｐ
Ｔ
Ａ
会
長
で
組
織

す
る
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ス
ク
ー

ル
検
討
会
議
を
設
置
し
、
検

討
し
た
結
果
、
先
行
的
に
江

差
北
小
中
学
校
で
１
つ
の
学

校
運
営
協
議
会
を
先
行
し
て

導
入
す
べ
き
と
い
う
検
討
結

果
が
出
さ
れ
て
お
り
、
準
備

を
進
め
て
い
き
た
い
。

　

教
職
員
の
負
担
は
。

　

最
初
に

導
入
し
た
頃
は
教
職
員
の
負

担
は
少
し
あ
る
状
況
。
２
年

３
年
経
つ
と
、
負
担
感
は
薄

れ
、
子
ど
も
と
向
き
合
う
時

間
が
増
え
て
き
た
事
例
が
あ

る
。

　

教
育
委
員
と
の
繋

が
り
は
。

　

教
育
委

員
会
は
学
校
運
営
協
議
会
の

中
に
入
っ
て
い
な
い
が
、
学

校
運
営
協
議
会
の
委
員
が
教

育
委
員
会
に
意
見
を
言
え
る

形
に
な
っ
て
い
る
。

　

災
害
対
策
本
部
と
し
て
の

機
能
充
実
は
大
切
。

　

松
ノ
岱
一
帯
を
防
災
基
地

に
し
て
は
ど
う
か
。
対
策
本

部
や
備
蓄
品
管
理
等
、
長
期

的
な
観
点
で
整
備
計
画
等
で

き
な
い
か
。

　

災
害
対
策
本
部

は
、
役
場
が
津
波
被
害
で
浸

水
し
本
部
機
能
を
果
た
せ
な

い
場
合
、
消
防
署
と
の
連
携

が
必
要
な
立
地
場
所
と
し

て
、
文
化
会
館
小
ホ
ー
ル
に

移
転
す
る
こ
と
に
し
て
い

る
。
本
部
移
転
訓
練
を
実
施

し
、
災
害
対
策
本
部
の
機
能

を
短
時
間
で
充
実
さ
せ
、
町

民
に
不
安
を
抱
か
せ
る
こ
と

の
な
い
よ
う
対
策
を
講
じ
た

い
。

　

現
在
の
松
ノ
岱
は
、
避
難

場
所
と
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
の
離

発
着
場
所
と
し
て
防
災
計

画
の
中
で
位
置
付
け
ら
れ
て

い
る
。
こ
れ
に
全
て
の
機
能

を
集
中
さ
せ
る
こ
と
に
な
れ

ば
、
特
に
ハ
ー
ド
の
整
備
が

必
要
不
可
欠
に
な
る
。
現
状

で
は
、
災
害
対
策
本
部
機
能

や
防
災
備
蓄
セ
ン
タ
ー
の
活

用
を
基
盤
に
、
最
大
限
の
機

能
を
発
揮
で
き
る
体
制
を
図

り
な
が
ら
、
将
来
的
な
防
災

体
制
の
在
り
方
を
検
討
し
て

い
き
た
い
。

「
防
災
に
つ
い
て
」

旧生涯学習センターは建物がそのまま残さ
れている。旧松ノ岱グラウンドも、ほとん
ど利活用されないまま現在に至っている。

　

宿
泊
施
設
が
少
な
い
。
旅

行
者
等
を
民
泊
さ
せ
る
場
合

の
条
件
や
規
制
が
あ
る
の

か
。
届
出
は
必
要
か
。

　

昨
年
４
月
１
日
に

厚
生
労
働
省
か
ら
イ
ベ
ン
ト

民
泊
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
が
示
さ

れ
た
。
イ
ベ
ン
ト
民
泊
と
は
、

年
１
回
、
２
日
か
ら
３
日
程

度
の
イ
ベ
ン
ト
開
催
時
、
宿

泊
施
設
の
不
足
が
見
込
ま
れ

る
こ
と
で
、
開
催
地
の
自
治

体
の
要
請
等
に
よ
り
、
自
宅

を
提
供
す
る
よ
う
な
公
共
性

の
高
い
も
の
に
つ
い
て
、
旅

館
業
法
に
該
当
し
な
い
も
の

と
し
て
取
り
扱
い
、
自
宅
提

供
者
に
旅
館
業
法
に
基
づ

く
、
営
業
許
可
な
く
宿
泊

サ
ー
ビ
ス
を
提
供
す
る
こ
と

を
可
能
と
し
て
い
る
。

　

町
と
し
て
、
江
差
追
分
全

国
大
会
を
想
定
し
、
平
成
29

年
度
、
イ
ベ
ン
ト
民
泊
の

活
用
に
向
け
た
調
整
を
、
関

係
部
署
と
協
議
を
し
て
い
き

た
い
。
自
宅
提
供
者
、
宿
泊

者
、
近
隣
住
民
間
の
ト
ラ
ブ

ル
や
衛
生
、
治
安
面
に
関
す

る
事
故
を
予
防
す
る
た
め
、

自
宅
提
供
者
を
把
握
し
、
町

の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
や
広
報
誌

等
で
自
宅
提
供
者
を
公
募

し
、
個
別
に
要
請
を
実
施
し

た
い
。

　

町
会
所
の
ト
イ
レ
は

土
足
で
使
え
な
い
の
か
。
使

え
な
い
と
す
れ
ば
腰
か
け
や

手
す
り
の
設
置
は
。

　

町
会
所

の
ト
イ
レ
前
の
ホ
ー
ル
が
床

暖
房
に
な
っ
て
お
り
、
土
足

で
の
使
用
と
な
る
と
改
修
工

事
が
必
要
に
な
る
。
手
す
り

や
腰
か
け
は
、
現
地
を
確
認

し
、
で
き
る
も
の
か
ら
取
り

組
み
た
い
。

「
観
光
客
受
け
入
れ
に
つ
い
て
」

町会所のトイレ。土足厳
禁のため、利便性が悪い。

教
育
長

再学
校
教
育
課
長

再
再

学
校
教
育
課
長

町
長

町
長

再建
設
水
道
課
長
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小
林
く
に
こ  

議
員
（
日
本
共
産
党
）

「
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
事
業
に
つ
い
て
」

　

町
で
は
、
子
ど
も
子
育
て

会
議
を
設
置
し
、
支
援
事
業

計
画
を
策
定
し
、
年
度
毎

の
点
検
評
価
を
行
う
と
し
て

い
る
。
平
成
29
年
度
ま
で
の

子
ど
も
子
育
て
会
議
で
の
評

価
、
今
後
の
課
題
は
。

　

町
で
は
、
病
後
、
治
療
後

も
体
調
に
不
安
の
残
る
児
童

の
保
育
事
業
は
行
っ
て
い
な

い
。
安
全
安
心
し
て
子
ど
も

を
預
け
ら
れ
る
環
境
の
整
備

が
必
要
で
は
。

　

計
画
は
、
平
成
27

年
度
か
ら
31
年
度
を
期
間
と

し
、
町
民
ニ
ー
ズ
や
江
差
町

子
ど
も
子
育
て
会
議
で
の
議

論
を
踏
ま
え
策
定
し
た
。
事

務
局
会
議
を
開
催
し
、
個
別

の
状
況
を
把
握
す
る
事
務
を

３
月
中
旬
に
取
り
ま
と
め
る

こ
と
で
進
め
て
い
る
。
そ
の

後
、
３
月
下
旬
に
子
ど
も
子

育
て
会
議
を
開
催
し
、
計
画

の
進
捗
状
況
や
課
題
等
を
整

理
、
遅
れ
気
味
の
進
捗
状
況

に
あ
る
。

　

通
常
保
育
園
で
は
、
他
の

園
児
へ
の
感
染
の
心
配
が
な

い
と
判
断
さ
れ
た
場
合
に
保

育
園
で
の
受
け
入
れ
を
行
っ

て
い
る
。
病
児
、
病
後
児
保

育
事
業
は
、
専
任
の
保
育
士

と
看
護
師
の
配
置
を
要
し
、

専
門
ス
ペ
ー
ス
を
確
保
す
る

必
要
が
あ
る
こ
と
等
か
ら
実

施
し
て
い
な
い
。
子
育
て
支

援
策
と
し
て
、
事
業
の
必
要

性
は
認
識
し
て
い
る
が
、
今

後
の
検
討
課
題
と
し
た
い
。

　

計
画
全
体
の
成
果
を

点
検
評
価
す
る
こ
と
が
重
要

と
明
記
さ
れ
て
い
る
が
、
ど

う
点
検
評
価
す
る
の
か
。
上

位
計
画
へ
の
反
映
も
あ
り
、

し
っ
か
り
議
論
す
べ
き
。

　

現

在
、

全
て
が
指
標
を
用
い
た
計
画

と
な
っ
て
い
な
い
。
指
標
の

も
の
、
ニ
ー
ズ
の
も
の
と
い

う
形
に
な
っ
て
い
る
。

　

現
在
、
そ
の
事
務
を
進
め

て
い
る
段
階
に
あ
り
、
も
の

に
よ
っ
て
指
標
で
あ
っ
た

り
、
そ
の
検
討
課
題
が
ど
こ

ま
で
進
ん
で
い
る
の
か
等
の

内
容
と
な
っ
て
い
る
。

　

計
画
に
よ
る
と
、
公
園
の

点
検
実
施
、
予
防
保
全
型
の

維
持
管
理
、
安
全
配
慮
の
視

点
か
ら
撤
去
、
修
繕
、
更
新

等
の
方
針
を
定
め
る
、
と
し

て
い
る
。
今
後
の
修
繕
等
の

方
針
を
い
つ
定
め
る
の
か
。

　

松
ノ
岱
公
園
は
、
近
隣
の

皆
さ
ん
や
幼
稚
園
児
等
が
自

然
環
境
と
触
れ
合
え
る
公
園

で
あ
る
。
安
全
に
配
慮
し
、

環
境
作
り
を
急
ぐ
べ
き
で

は
。

　

子
育
て
福
祉
関
連
施
設
に

関
す
る
方
針
で
は
、
園
児
数

の
減
少
に
伴
う
統
廃
合
を
検

討
し
、
多
機
能
を
加
え
た
複

合
化
も
視
野
に
入
れ
な
が
ら

検
討
、
と
な
っ
て
い
る
が
、

ど
こ
の
保
育
園
の
統
合
な
の

か
。
多
機
能
を
加
え
た
複
合

化
と
は
。

　

利
用
者
の
安
全
性

を
確
保
す
る
た
め
、
老
朽
化

が
著
し
い
も
の
等
は
撤
去
を

進
め
、
使
用
出
来
る
も
の
は

補
修
を
進
め
て
い
る
。

　

一
両
年
に
お
い
て
は
、
12

箇
所
で
、
ブ
ラ
ン
コ
や
シ
ー

ソ
ー
、
ベ
ン
チ
等
の
撤
去
、

補
修
の
他
、
逆
川
森
林
公
園

の
炊
事
台
と
丸
太
椅
子
の
全

面
補
修
等
を
実
施
し
た
。

　

方
針
に
つ
い
て
は
、
遊
具

等
の
撤
去
や
補
修
等
は
３
年

程
度
で
行
い
、
そ
の
後
に
公

園
全
体
と
し
て
遊
具
等
の
設

置
や
更
新
を
検
討
し
、
方
針

を
定
め
て
い
き
た
い
。

　

松
ノ
岱
公
園
は
、
都
市
公

園
と
し
て
、
都
市
機
能
の
一

部
を
担
い
、
町
民
の
憩
い

の
場
と
し
て
利
用
さ
れ
て
い

る
。
周
り
が
緑
に
囲
ま
れ
、

静
か
で
町
の
喧
騒
か
ら
離
れ

る
こ
と
が
出
来
、
時
に
は
リ

ス
等
の
小
動
物
を
見
か
け
る

こ
と
も
あ
り
、
自
然
豊
か
な

公
園
と
し
て
親
し
ま
れ
て
い

る
。
安
心
か
つ
快
適
に
利
用

し
て
頂
く
た
め
、
管
理
人
を

配
置
し
、
維
持
管
理
に
努
め

て
お
り
、
安
全
性
や
利
便
性

の
点
に
お
い
て
、
早
急
に
整

備
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
課

題
は
な
い
と
認
識
し
て
い

る
。

　

統
合
の
検
討
対
象
と
す
る

保
育
所
は
、
日
明
保
育
園
と

水
堀
保
育
園
の
２
か
所
を
考

え
て
い
る
。
複
合
化
に
つ
い

て
は
、
現
在
、
日
明
保
育
園

で
実
施
し
て
い
る
子
育
て
支

援
セ
ン
タ
ー
と
、
江
差
北
小

学
校
校
下
で
行
わ
れ
て
い
る

学
童
保
育
所
の
機
能
を
想
定

し
て
い
る
が
、
い
ず
れ
も
園

児
数
の
推
移
、
地
域
や
父
母

等
の
理
解
、
財
源
対
策
等
も

含
め
、
施
設
の
在
り
方
を
総

合
的
に
検
討
し
た
上
で
、
方

針
を
立
て
て
い
き
た
い
。

　

公
園
整
備
は
早
め
に

実
施
す
べ
き
。
ま
た
、
既
存

の
保
育
園
を
統
廃
合
し
、
病

児
保
育
事
業
ス
ペ
ー
ス
も
付

設
し
た
認
定
子
ど
も
園
へ
の

移
行
の
検
討
は
し
て
い
る
の

か
。

　

病
児
・

病
後
に
関
し
て
は
、
保
育
士

や
看
護
師
の
配
置
を
常
時
行

う
必
要
が
あ
り
、
現
時
点
で

は
、
そ
の
検
討
は
行
っ
て
い

な
い
。

　

整
備
は
３
年

程
度
で
考
え
て
い
る
。
利
用

者
が
ケ
ガ
を
し
な
い
よ
う
最

優
先
に
、
そ
の
後
公
園
全
体

と
し
て
の
整
備
に
つ
い
て
検

討
し
て
い
き
た
い
。

子ども子育て会議で委嘱状が町長から手渡され
た。委員は、幼稚園や保育園等の保護者代表等。

松
ノ
岱
公
園
は
、
繁
華
街
の
近
く
で

自
然
を
身
近
に
感
じ
ら
れ
る
公
園
に

な
っ
て
い
る
。
し
か
し
、
熊
が
出
没

す
る
等
安
全
面
に
課
題
も
。

「
公
共
施
設
等
総
合
管
理
計
画
に
つ
い
て
」

町
長

再町
民
福
祉
課
長

町
長

再町
民
福
祉
課
長

財
政
課
長
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小
野
寺  

真  

議
員
（
日
本
共
産
党
）

「
高
齢
者
の
福
祉
施
策
に
つ
い
て
」

　

高
齢
者
の
生
活
を
支
援
す

る
公
的
制
度
の
改
善
・
充
実

を
着
実
に
進
め
て
い
く
こ
と

が
、
急
が
れ
る
の
で
は
。

　

配
食
サ
ー
ビ
ス
に
つ
い

て
、
ど
の
よ
う
に
新
年
度
事

業
展
開
す
る
の
か
。

　

各
事
業
を
統
一
し
た
見
や

す
い
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
を
作

り
、
配
布
・
周
知
す
べ
き
で

は
。

　

現
在
サ
ー
ビ
ス
を

利
用
し
て
い
る
方
や
新
た
に

利
用
す
る
方
が
ス
ム
ー
ズ
に

利
用
で
き
る
よ
う
、
多
様
な

機
会
を
活
用
し
、
制
度
周
知

に
努
め
、
サ
ー
ビ
ス
内
容
は

随
時
評
価
を
し
、
実
施
し
て

い
き
た
い
。

　

配
食
サ
ー
ビ
ス
に
つ
い

て
、
平
成
29
年
度
か
ら
は
介

護
保
険
の
地
域
支
援
事
業
の

任
意
事
業
の
地
域
自
立
生
活

支
援
事
業
で
実
施
す
る
。
当

面
は
、
現
行
サ
ー
ビ
ス
を
引

き
継
ぐ
形
で
考
え
て
い
る
。

　

各
種
の
統
一
し
た
パ
ン
フ

レ
ッ
ト
は
作
成
し
て
い
な
い

が
、
必
要
性
は
認
識
し
て
い

る
。
各
課
連
携
し
、
サ
ー
ビ

ス
内
容
の
周
知
に
努
め
、
パ

ン
フ
レ
ッ
ト
の
作
成
に
つ
い

て
も
取
り
組
み
た
い
。

　

社
会
福
祉
協
議
会
の

福
祉
活
動
専
門
員
の
位
置
付

け
に
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン

タ
ー
を
考
え
て
い
る
の
か
。

社
協
と
や
り
取
り
し
て
い
る

の
か
。
ま
た
、
社
協
の
地
域

福
祉
推
進
員
と
共
に
地
域
福

祉
計
画
を
担
っ
て
い
く
の

か
。
認
知
症
等
の
方
の
金
銭

管
理
は
ど
う
か
。

　

配
食
サ
ー
ビ
ス
は
昼
だ
け

か
。
夜
も
可
能
な
の
か
。

　

パ
ン
フ
レ
ッ
ト
の
作
成
の

他
に
、
丁
寧
な
説
明
も
必
要

と
思
う
が
。

　

専
門
員

を
配
置
す
る
こ
と
で
、
地
域

に
求
め
ら
れ
て
い
る
ニ
ー
ズ

に
対
応
し
改
善
し
て
い
く
こ

と
が
基
本
。
推
進
員
と
２
人

で
は
な
く
、
組
織
と
し
て
意

識
を
変
え
た
中
で
取
り
組
ん

で
い
き
た
い
。

　

日
常
生
活
自
立
支
援
事
業

は
、
現
在
道
社
会
福
祉
協
議

会
に
委
託
し
て
い
る
も
の
を

今
後
は
江
差
町
の
社
会
福
祉

協
議
会
が
、
そ
の
事
業
を
行

う
こ
と
を
想
定
し
て
い
る
。

　

職
員
が
き
ち
ん
と
し
た
説

明
を
し
な
い
こ
と
に
よ
っ
て

町
の
方
々
に
不
利
益
を
与
え

て
し
ま
う
と
い
う
こ
と
は
、

あ
っ
て
は
な
ら
な
い
こ
と
。

今
後
、
研
修
を
し
て
い
き
た

い
。

　

配

食

サ
ー
ビ
ス
は
、
現
在
、
案
を

作
成
中
で
あ
り
、
時
間
帯
等

の
検
討
は
ま
だ
し
て
い
な

い
。

　

配
食
サ
ー
ビ
ス
は

ど
れ
位
を
想
定
し
て
い
る
の

か
。

　

地
域
福
祉
推
進
員
が
要
望

に
応
え
る
仕
事
を
し
な
け
れ

ば
補
助
金
の
意
味
が
無
い
の

で
は
。

　

配

食

サ
ー
ビ
ス
の
予
算
は
７
人
で

計
算
し
て
い
る
。　

新
た
な

体
制
と
な
っ
た
時
点
で
、
社

協
と
協
議
・
連
携
を
密
に
し
、

出
来
な
か
っ
た
こ
と
等
の
精

査
を
し
て
い
き
た
い
。

　

道
の
日
本
海
漁
業
振
興
策

の
継
続
に
つ
い
て
、
ど
う
働

き
か
け
て
い
る
か
。

　

資
源
保
護
に
つ
い
て
、
日

本
海
全
体
で
取
り
組
む
べ
き

で
は
。

　

水
産
物
の
地
産
地
消
を
進

め
る
べ
き
で
は
。

　

漁
業
振
興
を
推
進

し
て
い
く
た
め
に
は
、
北
海

道
の
支
援
が
必
要
不
可
欠
と

考
え
て
い
る
。
関
係
町
と
連

携
し
、
日
本
海
漁
業
振
興
対

策
の
継
続
に
つ
い
て
、
要
望

し
て
い
き
た
い
。

　

資
源
論
か
ら
す
る
と
、
資

源
量
と
漁
獲
量
の
因
果
関
係

は
明
確
で
な
く
、
一
方
で

こ
れ
以
上
厳
し
い
漁
獲
規
制

を
か
け
れ
ば
漁
業
経
営
が
立

ち
行
か
な
く
な
る
恐
れ
が
あ

る
。
回
遊
性
魚
種
は
行
動
範

囲
が
広
く
、
資
源
の
維
持
増

大
は
困
難
を
極
め
る
が
、
漁

業
関
係
者
・
試
験
研
究
機
関
・

行
政
が
一
体
と
な
っ
て
資
源

の
保
護
と
利
用
に
つ
い
て
検

討
し
て
い
き
た
い
。

　

地
産
地
消
は
、
こ
れ
ま
で

も
漁
業
士
会
や
漁
協
女
性
部

が
中
心
と
な
っ
て
食
育
活
動

の
普
及
に
努
め
て
い
る
。
町

と
し
て
も
、
更
な
る
地
元
水

産
物
の
普
及
、
消
費
の
拡
大

が
必
要
と
考
え
て
お
り
、
関

係
機
関
と
協
議
し
、
推
進
し

て
い
き
た
い
。

　

資
源
保
護
に
つ
い
て

は
、
国
際
的
な
問
題
も
あ
り
、

働
き
か
け
が
必
要
。

　

徹
底
し
た
資
源
管
理
を
し

な
け
れ
ば
採
り
尽
く
し
て
し

ま
う
の
で
は
。

　

資
源
保

護
は
国
際
的
な
問
題
含
め
、

関
係
機
関
と
十
分
協
議
し
、

必
要
な
対
応
を
取
っ
て
い
き

た
い
。

　

資
源
保
護
に
つ
い
て
は
、

全
て
を
禁
漁
に
す
れ
ば
い
い

と
い
う
の
で
な
く
、
資
源
と

漁
業
の
バ
ラ
ン
ス
が
取
れ
た

取
り
組
み
を
し
て
い
か
な
け

れ
ば
と
考
え
て
い
る
。

「
水
産
振
興
に
つ
い
て
」

社
会
福
祉
協
議
会
に
４
月
か
ら
配
置

さ
れ
た
福
祉
活
動
専
門
員
（
中
央
）
。

地
域
の
実
態
や
福
祉
ニ
ー
ズ
の
把

握
、
地
域
支
援
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
ト
機

能
の
充
実
を
通
じ
て
地
域
福
祉
活
動

の
拠
点
と
し
て
の
機
能
強
化
を
図

る
。

船上活〆のブリ。鮮度が保てる
ため遠くへの出荷が可能になっ
た。地元に出回ることも。

紅
ズ
ワ
イ
ガ
ニ

と
ア
ワ
ビ
は
ふ

る
さ
と
納
税
返

礼
品
に
も
活
用

さ
れ
て
い
る
。

町
長

町
民
福
祉
課
長

町
民
福
祉
課
長

健
康
推
進
課
長

健
康
推
進
課
長

町
長

再産
業
振
興
課
長

再

再
再
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～常任委員会報告～

よりよいまちづくりのために
総務産業常任委員会『農業振興対策に関する事務調査』

　江差町の農業の現状は、他の町内一次産業と同様に高

齢化と担い手不足により、今後の基幹産業としての存続

が危ぶまれている。

　高収益作物のグリーンアスパラ等の導入や規模拡大に

よる所得の向上を目指しているが、後継者が残れる所得

の実現が出来ていない。

　そこで、本委員会は、地域農業を守るべく、これから

の農業の課題と対策について、事務調査を立ち上げた。

　農業者をはじめ、関係機関との意見交換、過疎・中山

間地等の条件不利地における農業振興の調査研修として、

徳島県上勝町及び神山町の視察を行った。上勝町は、「つ

ま物」の商品化に着目し、情報ネットワークシステムを

構築、自ら市場分析やマーケティングを出来るまでになっ

ている。また、神山町は、企業のサテライトオフィスの

推進を図り、２年間でＩＴ系ベンチャー企業が９社事務

所を開設した。中山間地域における新しいタイプの商店

街モデルとして、普及効果は商店街にまで広がっている。

　これらの調査検討結果を踏まえ、次のとおり意見を付

して報告する。

＜意見＞※抜粋

１）従前の米への所得依存から、高収益作物が定着し、

　所得が向上している現状があるが、後継者が残ること

　ができる水準にまで到達していないことから、既存の

　高収益作物の収量・品質向上に向けた土作りや技術向

　上をさらに推進するため、関係団体との連携を図るこ

　と。

２）新たな高収益作物（市場調査等も含む）の研究や農

　閑期における新たな所得確保に向けた作付け等につい

　て検討すること。若手農業者の意向を十分把握し、試

　験研究に対する関係機関の支援が必要。

３）農業者人口の減少が今後も予想されることから、個々

　の耕作面積が増えていくことは明らかである。これら

　を踏まえた大型農業への法人化等も含めた経営指導の

　充実やＩＣＴを活用したスマート農業（ドローンの活

　用等）について検討していくこと。

４）収穫された農産物の磨き上げを行い、差別化商品と

　して個人の農業者が独自に販売できる手法等（ＩＣＴ

　の活用）について検討していくこと。既に、女性農業

　者が直売を行っている実績もあり、更に女性の視点で

　これらの拡大を期待する（地場野菜等の地元供給も含

　める）。

５）新規参入対策として、受入体制の整備を行い、農業

　版インターンシップの導入や受入時の審査体制につい

　て、関係機関と連携し、江差町独自の受入マニュアル

　を作り、第三者継承の検討にも取り組むこと。

６）農業基盤の老朽化対策として、土地改良事業が考え

　られるが、若手農業者が少ない中で新たな負担行為（借

　金）に対しての理解が進んでいない。受益者負担の少

　ない事業の採択と更なる負担軽減策を、江差町でも検

　討していくこと。

　総務産業常任委員会（萩原　徹委員長）は、平成 28 年第３回定例会で事務調査をおこし、９回会議を開催し、担当課

の説明を求めるとともに、農業委員と意見交換、また徳島県上勝町と神山町の視察調査を行い、調査をした結果について

次のとおり意見を付して報告する。

社会文教常任委員会　 『地域福祉に関する事務調査』

　社会文教常任委員会（室井正行委員長）は、平成28年第４回定例会で事務調査をおこし、現在、継続して調査を行っている。

３月末には、先進地である岩手県雫石町を訪問し、社会福祉協議会の方々から直接現場の声を聞くことが出来た。今後も、

調査を進め、報告は６月定例会を予定している。

（
左
）
檜
山
振
興
局
の
農
業

担
当
部
署
か
ら
、
檜
山
の

農
業
の
現
状
等
に
つ
い
て
、

お
話
を
伺
っ
た
。

（
右
）
徳
島
県
上
勝

町
の
「
つ
ま
物
」
出

荷
等
の
現
場
を
視

察
。

（
左
）
町
農
業
委
員
の

皆
さ
ん
と
江
差
の
農
業

の
現
状
や
こ
れ
か
ら
の

農
業
に
つ
い
て
、
率
直

な
意
見
交
換
が
行
わ
れ

た
。
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２月 24 日  町営レストランの指定管理者
を指定！

　

２
月
24
日
に
第
１
回
臨
時
会
が
行

わ
れ
、
一
般
会
計
の
補
正
予
算
及
び

指
定
管
理
者
の
指
定
議
案
を
審
議

し
、
原
案
ど
お
り
可
決
、
閉
会
し
ま

し
た
。
内
容
は
次
の
と
お
り
で
す
。

　[
一
般
会
計
補
正
予
算]

◆
町
営
レ
ス
ト
ラ
ン
再
開
準
備

７
４
５
万
３
千
円

（
全
額
一
般
財
源
）

　

休
業
し
て
い
る
町
営
レ
ス
ト
ラ
ン

の
再
開
に
向
け
た
経
費
を
補
正
。

◆
役
場
庁
舎
非
常
用
発
電
機
改
修

２
０
７
万
円
４
千
円

（
全
額
一
般
財
源
）

　

機
能
低
下
、
装
置
の
取
替
経
費
。

◆
平
成
27
年
度
子
ど
も
・
子
育
て
支

援
交
付
金
及
び
平
成
27
年
度
臨
時
福

祉
給
付
金
給
付
事
業
費
補
助
金
返
還

　
　
　
　
　
　
　
　

７
２
万
６
千
円

（
全
額
一
般
財
源
）

　

実
績
に
よ
る
返
還
分
。

◆
町
内
パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
場
管
理
支
援

（
パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
場
備
品
購
入
） 

　
　
　
　
　
　

 　
　
　

  

７
０
万
円

（
全
額
一
般
財
源
）

　

柳
崎
町
の
パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
場
の
旧

管
理
団
体
か
ら
の
備
品
購
入
。

◆
北
海
道
地
域
振
興
短
期
派
遣
負
担

金　
　
　
　
　
　
　

６
２
万
１
千
円

（
全
額
そ
の
他
特
定
財
源
）

　

道
派
遣
職
員
分
人
件
費
負
担
金
。

◆
高
齢
者
等
在
宅
生
活
支
援
（
緊
急

通
報
シ
ス
テ
ム
装
置
購
入
）

４
３
万
４
千
円

（
全
額
一
般
財
源
）

　

一
人
暮
ら
し
の
高
齢
者
世
帯
等
が

増
加
し
、
設
置
希
望
者
も
増
加
。

◆
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー
裏
玄
関
自

動
ド
ア
修
繕　
　
　

３
０
万
１
千
円

 

（
全
額
一
般
財
源
）

　

裏
玄
関
自
動
ド
ア
の
開
閉
装
置
、

セ
ン
サ
ー
等
が
故
障
し
補
修
。

[

そ
の
他]

◆
指
定
管
理
者
の
指
定
に
つ
い
て

 

【
施
設
】
江
差
町
営
レ
ス
ト
ラ
ン

 

【
指
定
団
体
】
有
限
会
社　

津
花

 

【
指
定
期
間
】
平
成
29
年
４
月
～

　
　
　
　
　
　

平
成
34
年
３
月
31
日

第 1 回臨時会

江差追分パークゴルフ場（柳崎町）。多
くの愛好者がパークゴルフを楽しんでい
る。

◆
議
員
質
疑

Q　

老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー
玄
関
自

動
ド
ア
修
繕
に
つ
い
て
、
不
具
合

は
い
つ
把
握
し
た
の
か
。

A　

昨
年
12
月
末
か
ら
不
具
合
が

生
じ
た
。

Q　

緊
急
通
報
シ
ス
テ
ム
の
配
置

状
況
、
周
知
は
。

A　

全
体
で
70
件
設
置
。
28
年
度

は
13
台
。
周
知
方
法
は
、
広
報
や

自
治
会
等
か
ら
の
情
報
提
供
、
地

域
包
括
支
援
係
と
の
連
携
等
で
把

握
し
て
い
る
。

旧ＪＲ江差駅跡地汚染土壌処分
2,669 万円を補正！

　

４
月
14
日
に
第
２
回
臨
時
会
が
行

わ
れ
、
一
般
会
計
の
補
正
専
決
処

分
、
補
正
予
算
及
び
税
条
例
等
の
一

部
改
正
に
つ
い
て
審
議
し
、
原
案
ど

お
り
可
決
、
閉
会
し
ま
し
た
。
内
容

は
次
の
と
お
り
で
す
。

[

一
般
会
計
補
正
専
決
処
分]

◆
繰
越
明
許
費
補
正

　

・
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
対
策
推
進

２
５
０
万
円

　

・
町
営
レ
ス
ト
ラ
ン
再
開
準
備

２
０
０
万
円

　

29
年
度
に
繰
り
越
し
て
事
業
を
実

施
。　

[

一
般
会
計
補
正
予
算]

◆
旧
Ｊ
Ｒ
江
差
駅
跡
地
汚
染
土
壌
処

分　
　
　
　
　

２
６
６
８
万
７
千
円

（
全
額
そ
の
他
特
定
財
源
）

　

表
層
に
お
け
る
検
査
で
基
準
値
を

超
え
て
い
る
４
か
所
に
つ
い
て
土
壌

の
処
分
を
す
る
。
深
さ
１
ｍ
ま
で
掘

削
し
、
運
搬
、
処
分
を
す
る
。

　

土
壌
の
処
分
は
、
土
壌
汚
染
対
策

法
に
基
づ
く
許
可
を
受
け
た
業
者
で

な
け
れ
ば
で
き
な
い
。

◆
障
害
者
福
祉
シ
ス
テ
ム
改
修

１
９
万
５
千
円

（
国
庫
支
出
金
他
）

　

29
年
度
、
障
害
者
福
祉
サ
ー
ビ
ス

等
報
酬
改
定
が
行
わ
れ
る
こ
と
に
な

り
、
福
祉
・
介
護
職
員
の
処
遇
改
善

加
算
が
拡
充
さ
れ
、
シ
ス
テ
ム
の
改

修
を
行
う
。

[

条
例
改
正]

◆
税
条
例
の
一
部
改
正

・
「
町
民
税
」

　

「
控
除
対
象
配
偶
者
」
を
「
同
一

生
計
配
偶
者
」
の
変
更
等
。

・
「
固
定
資
産
税
」

　

震
災
等
に
よ
り
滅
失
し
た
家
屋
等

の
特
例
期
間
の
拡
充
や
代
替
家
屋
等

の
特
例
措
置
の
創
設
等
。

・
「
軽
自
動
車
税
」

　

消
費
税
引
上
げ
時
期
延
長
に
伴

い
、
軽
自
動
車
税
の
グ
リ
ー
ン
化
特

例
に
つ
い
て
基
準
を
見
直
し
２
年
延

長
。

◆
国
民
健
康
保
険
税
条
例
の
一
部
改

正
　

低
所
得
者
に
対
す
る
軽
減
の
拡
大

策
と
し
て
、
国
民
健
康
保
険
税
の
応

益
割
の
２
割
軽
減
及
び
５
割
軽
減
の

対
象
を
積
算
す
る
際
の
単
価
を
そ
れ

ぞ
れ
引
き
上
げ
る
。

第 2 回臨時会

◆
議
員
質
疑

Q　

Ｊ
Ｒ
の
汚
染
土
砂
対
策
に
つ

い
て
、
町
営
住
宅
建
設
は
大
丈
夫

な
の
か
。
汚
染
さ
れ
た
原
因
は
。

A　

処
理
を
行
え
ば
問
題
な
い
と

確
認
し
て
い
る
。
原
因
は
、
蒸
気

機
関
車
時
代
の
車
輪
の
部
品
に
含

ま
れ
る
鉛
が
蓄
積
し
た
の
で
は
と

見
て
い
る
。
他
の
駅
の
跡
地
で
も

確
認
さ
れ
て
い
る
。

4 月 14 日
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会　 議　 名 会議日

総務産業常任委員会 社会文教常任委員会 議長
萩
原
　
徹
（
委
）

塚
本
　
眞
（
副
）

小
笠
原
淳
夫

飯
田
　
隆
一

小
野
寺
　
真

西
海
谷
　
望

室
井
正
行
（
委
）

小
梅
洋
子
（
副
）

薄
木
　
晴
午

若
山
　
明
廣

小
林
く
に
こ

打
越
東
亜
夫

第 1 回 臨 時 会 2月24日 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

第 1 回 定 例 会 3月8日～10日 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

全 員 協 議 会
1月16日 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ●

（私用）
○ ●

（私用）
○ ○ ○

1月24日 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

総 務 産 業
常 任 委 員 会

1月16日 ○ ○ ○ ○ ○ ○

1月24日 ○ ○ ○ ○ ○ ○

2 月 7 日 ○ ○ ○ ○ ○ ○

2月21日 ○ ○ ○ ○ ○ ○

社 会 文 教
常 任 委 員 会

2月16日 ○ ○ ○ ○ ○

3 月 2 日 ○ ○ ○ ○ ○

議会広報特別委員会
1月16日 ○ ○ ○ ○ ○

1月24日 ○ ○ ○ ○ ●
（私用）

議会運営委員会
2月21日 ○ ○ ○ ○ ○

3 月 1 日 ○ ●
（私用）

○ ○ ○

○：出席　▲：欠席（公用）　●：欠席（葬儀・病欠・私用）

出欠状況をお知らせします！
平成 29年 1月１日から 3月 31日の出欠状況です。斜線部分は出席する必要のない会議です。

全員協議会を開催しました
２月 24 日に全員協議会が行われました。その内容についてお知らせします。

・江差ウインドパワー株式会社に関する当面の動向について

　株主の斐
ひ だ

田工務店から風車耐用年数終了後も引き続き、同場所に

おいて 28 基を撤去し、新たに 10 基程度の風車を整備し、斐田工務

店単独で実施する意向である旨の申し入れがあった。

　施設整備に向けた環境アセスメントには、約３か年程度を要する

とのことであり、近々これらの準備等を進めるため、平成 29 年の早

い時期から当該地区と周辺の環境アセスメントを実施する予定であ

るとの報告を受けたと説明があった。

・北の江の島構想について

　市街地活性化検討委員会で、ソフト・ハード両輪による整備項目を検討・協議した資料が議会へ提出された。

今後、まちづくり懇話会等において、町民や各団体からの意見を頂き、議会と協議を重ね、平成 29 年度中

に構想を策定し、行政・議会・町民・各団体と連携した中で推進してい

きたいと説明があった。

・町営レストランの指定管理について

　有限会社　津花から応募があり、指定管理者候補者として適正である

旨の報告があった。

・平成 29 年度一部事務組合の予算案について

　檜山広域行政組合、南部桧山衛生処理組合、江差町ほか２町学校給食

組合の平成 29 年度予算について、担当課から概要の説明があった。

・総務産業常任委員会視察報告について

　農業振興対策に関する事務調査において、徳島県上勝町と神山町へ視察を行った。その内容について、議

員へ資料提供と共に報告を行った。

町営レストラン



　

道産 間伐材使用

この用紙は、原材料の一部に

道産間伐材を使用しています

議会の動き
1月24日　◆総務産業常任委員会（出席6名）

　　　　 ・農業振興対策に関する事務調査

　　　　 ◆広報特別委員会（出席4名、欠席1名）

　　　　 ・２月号議会だよりについて（2回目）

　　　　 ◆檜山議長会議（厚沢部町）

2月7日　 ◆総務産業常任委員会（出席6名）

　　　　 ・農業振興対策に関する事務調査

2月8日　 ◆管内議会議員研修会（上ノ国町）

2月16日　◆社会文教常任委員会（出席5名）

　　　　 ・地域福祉に関する事務調査

2月21日　◆議会運営委員会（出席5名）

　　　　 ・第１回臨時会の運営について

　　　　 ◆総務産業常任委員会（出席6名）

　　　　 ・農業振興対策に関する事務調査

2月24日　◆全員協議会（出席12名）

　　　　 ・江差ウインドパワー株式会社に関する    

　　　　　当面の動向について

　　　　 ・北の江の島構想について

　　　　 ・町営レストランの指定管理について

　　　　 ・平成29年度一部事務組合の予算案につい

　　　　　て

　　　　 ・総務産業常任委員会視察報告

　　　　 ◆第１回臨時会（出席12名）

3月1日　 ◆議会運営委員会（出席4名、欠席1名）

　　　　 ・第１回定例会の運営について

3月2日　 ◆社会文教常任委員会（出席5名）

　　　　 ・地域福祉に関する事務調査

3月8日～10日　◆第４回定例会（出席12名）

3月27日　◆檜山広域行政組合議会第１回定例会

　　　　 ◆南部桧山衛生処理組合議会第１回定例会

　　　　 ◆江差町ほか２町学校給食組合議会第１回

　　　　　定例会

3月28日～29日　◆社会文教常任委員会視察研修（岩手県雫

　　　　　石町）（出席5名）

4月13日　◆議会運営委員会（出席5名）

　　　　 ・第２回臨時会の運営について

　　　　 ◆総務産業常任委員会（出席6名）

　　　　 ・ＤＭＯ推進に関する事務調査

4月14日　◆第２回臨時会（出席11名、欠席1名）

　　　　 ◆議会広報特別委員会（出席4名、欠席1名）

　　　　 ・５月号議会だよりについて（1回目）

４月19日　◆社会文教常任委員会現地視察

（かあちゃん食堂）（出席５名）

４月20日　◆社会文教常任委員会（出席４名、欠席１名）

　　　　 ・地域福祉に関する事務調査
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◇江差町議会のホームページでは、各会議の会  

　議録や議会日程等を掲載していますので、ぜ

　ひご覧ください！

　檜山議長会が主催する平成28年度檜山管内

町村議会議員研修会が、２月８日、上ノ国町

総合福祉センターで開催されました。

　檜山管内７町の議員が集まり、「価値を

高め、人を呼び込め　本道、檜山の食と観

光！」（講師：一般社団法人北海道貿易物産

振興会副会長　立花謙二氏）と「北海道新幹

線の経済効果と見えてきた課題」（日本銀行

函館支店長　副島　豊氏）の講演が行われま

した。

平成28年度檜山管内町村議会
　 議員研修会に出席しました！

みんなの議会　傍聴しませんか
◆次の定例会は６月です。

◆傍聴の際は、住所・氏名を記入して頂き

　ますが、出入りは自由です。

◆審議日程等はホームページでお知らせし

　ます。また、役場玄関自動ドア付近の掲

　示板でも議会日程等をお知らせしていま

　す。

　くわしくは、議会事務局（☎52-6713直

　通）まで　お問い合わせください！


